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こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
て
設
置
さ
れ
て
い
る
製
造
所
、
貯

蔵
所
又
は
取
扱
所
（
指
定
数
量
の
倍
数
が
施
行
日
に
お
け
る
指
定
数
量
の
倍
数
を
超
え
な
い
も
の
に
限
る
。）の
避
雷

設
備
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
も
の
の
う
ち
、
四
百
五
号
改
正
政
令
に
よ
る
令
第
一
条
第
一
項
の
規

定
の
改
正
に
よ
り
新
規
則
第
十
三
条
の
二
の
二
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
係
る

同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
日
本
工
業
規
格
Ａ
四
二
〇
一「
建
築
物
等
の
雷
保
護
」」と
あ
る
の
は
、

「
日
本
工
業
規
格
Ａ
四
二
〇
一
（
一
九
九
二
）「
建
築
物
等
の
避
雷
設
備
（
避
雷
針
）」」
と
す
る
。

（
掲
示
板
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
て
設
置
さ
れ
て
い
る
製
造

所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所
の
掲
示
板
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
も
の
の
う
ち
、
四
百
五
号
改
正
政
令

に
よ
る
令
第
一
条
第
一
項
の
規
定
の
改
正
に
よ
り
新
規
則
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適

合
し
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
係
る
掲
示
板
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行

日
か
ら
平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
警
報
設
備
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
製
造
所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所
で
、
四
百
五
号
改
正
政
令
に

よ
る
令
第
一
条
第
一
項
の
規
定
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
（
指
定
数
量
の
倍
数
が
施
行
日
に
お
け
る
指
定
数
量
の
倍
数
を
超
え
な
い
も
の
に
限

る
。）の
警
報
設
備
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
も
の
の
う
ち
、
新
規
則
第
三
十
八
条
第
二
項
各
号
に
定

め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
に
係
る
警
報
設
備
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、

施
行
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
て
設
置
さ
れ
て
い
る
製
造
所
、
貯

蔵
所
又
は
取
扱
所
（
指
定
数
量
の
倍
数
が
施
行
日
に
お
け
る
指
定
数
量
の
倍
数
を
超
え
な
い
も
の
に
限
る
。）の
警
報

設
備
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
も
の
の
う
ち
、
四
百
五
号
改
正
政
令
に
よ
る
令
第
一
条
第
一
項
の
規

定
の
改
正
に
よ
り
新
規
則
第
三
十
八
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に

係
る
警
報
設
備
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
危
険
物
の
容
器
の
表
示
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
内
装
容
器
等
（
新
規
則
第
三
十
九
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
内
装
容

器
等
を
い
う
。）で
、
四
百
五
号
改
正
政
令
に
よ
る
令
第
一
条
第
一
項
の
規
定
の
改
正
に
よ
り
新
規
則
第
三
十
九
条
の

三
第
二
項
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
の
貯
蔵
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
運
搬
容
器
の
表
示
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
運
搬
容
器
で
、
四
百
五
号
改
正
政
令
に
よ
る
令
第
一
条
第
一
項
の
規
定

の
改
正
に
よ
り
新
規
則
第
四
十
四
条
第
一
項
又
は
第
六
項
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
る
も

の
の
積
載
方
法
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
五

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
実
務
経
験
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
製
造
所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所
で
、
四
百
五
号
改
正
政
令
に

よ
る
令
第
一
条
第
一
項
の
規
定
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
の
所
有
者
、
管
理
者
又
は
占
有
者
の
う
ち
、
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
危
険

物
保
安
監
督
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
同
項
及
び
新
規
則
第
四
十
八
条
の
二
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
甲
種
危
険
物
取
扱
者
又
は
乙
種

危
険
物
取
扱
者
（
施
行
日
前
に
当
該
製
造
所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所
で
六
月
以
上
従
事
し
て
い
る
者
に
限
る
。）の
う

ち
か
ら
当
該
製
造
所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所
の
危
険
物
保
安
監
督
者
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
届
出
の
様
式
等
）

第
八
条

四
百
五
号
改
正
政
令
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
あ
っ
て
は
別
記
様
式
第
一
の
届
出
書
に
よ
っ
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
届
出
書
の
提
出
部
数
は
、
二
部
と
す
る
。

（
確
認
の
手
続
等
）

第
九
条

四
百
五
号
改
正
政
令
附
則
第
十
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
危
険
物
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
は
、
新
規
則

第
六
十
二
条
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

２

四
百
五
号
改
正
政
令
附
則
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
の
申

請
書
に
理
由
書
そ
の
他
の
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
市

町
村
長
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
市
町
村
長
等
」
と
い
う
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
町
村
長
等
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
て
設
置
さ
れ
て
い
る
四
百
五
号
改
正
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
令
第
十
一
条
第
二

項
に
規
定
す
る
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
既
設
の
浮
き
蓋
付
特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
」
と

い
う
。）が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
四
百
五
号
改
正
政
令
附
則
第
十
条
第

二
項
の
確
認
を
す
る
も
の
と
す
る
。

一

危
険
物
（
第
一
項
の
危
険
物
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
除
去
す
る

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

誤
っ
て
危
険
物
が
流
入
す
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

見
や
す
い
箇
所
に
、
幅
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
、
長
さ
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
の
地
が
白
色
の
板
に
赤
色
の
文

字
で
「
休
止
中
」
と
表
示
し
た
標
識
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

４

四
百
五
号
改
正
政
令
附
則
第
十
条
第
二
項
の
確
認
を
受
け
て
い
る
既
設
の
浮
き
蓋
付
特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
の

所
有
者
、
管
理
者
又
は
占
有
者
は
、
当
該
既
設
の
浮
き
蓋
付
特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
に
お
け
る
危
険
物
の
貯
蔵
及

び
取
扱
い
を
再
開
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
別
記
様
式
第
三
の
届
出
書
に
よ
り
市
町
村
長

等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

四
百
五
号
改
正
政
令
附
則
第
十
条
第
二
項
の
確
認
を
受
け
て
い
る
既
設
の
浮
き
蓋
付
特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
の

所
有
者
、
管
理
者
又
は
占
有
者
は
、
前
項
の
届
出
を
す
る
ま
で
の
間
、
当
該
既
設
の
浮
き
蓋
付
特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯

蔵
所
に
つ
い
て
、
第
二
項
の
申
請
書
又
は
書
類
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

そ
の
旨
を
別
記
様
式
第
四
の
届
出
書
に
よ
り
市
町
村
長
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
届
出
事
項
に
変
更

が
生
じ
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

６

市
町
村
長
等
は
、
四
百
五
号
改
正
政
令
附
則
第
十
条
第
二
項
の
確
認
を
し
た
既
設
の
浮
き
蓋
付
特
定
屋
外
タ
ン
ク

貯
蔵
所
に
つ
い
て
、
危
険
物
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
が
再
開
さ
れ
る
前
に
、
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
い

と
認
め
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
当
該
確
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
省
令
の
附
則
に
お
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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